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地
区
報
の
内
容
に
つ
い
て
は
十
分
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お

り
ま
す
が
、
文
字
の
誤
り
や
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
吉
島
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

7
月
は
梅
雨
が
明
け
て
夏
の
暑
さ
が

本
格
的
に
な
る
季
節
。
そ
し
て
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
が
満
載
。

８
月
11
日
㈰
は
「
川
西
夏
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
夜
空
を
華
や
か

に
彩
る
花
火
も
楽
し
み
で
す
ね
。

【
開
催
期
日
】
7
月
6
日
㈯

【
審
査
委
員
】
５
人

6
月
9
日
の
緑
化
推
進
事

業
で
は
各
支
部
、
団
体
の

ご
協
力
で
工
夫
を
凝
ら
し

た
花
苗
の
植
栽
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
現
在
、
各
支
部

の
丁
寧
な
管
理
で
花
も
順

調
に
育
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
審
査
会
で
は
花

壇
の
デ
ザ
イ
ン
、
花
の
生

育
状
態
、
花
壇
回
り
の
清

掃
、
管
理
の
状
況
な
ど
を
、

約
１
時
間
か
け
て
じ
っ
く

り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

川
西
町
の
東
の
玄
関
口

と
し
て
訪
れ
た
人
々
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

緑
化
推
進
事
業
「
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
」

第
１
回
審
査
会
を
開
催

【
開
催
期
日
】
6
月
21
日
㈭

【
開
催
場
所
】
大
玉
Ｃ
Ｃ
（
福
島
県
大
玉
村
）

【
参
加
人
数
】
16
人

吉
島
地
区
世
代
間
交
流
事
業
「
第
14
回
ゴ
ル
フ
大
会
」

2
年
連
続
優
勝

小
沼
善
成
さ
ん
（
八
ツ
口
）

6
年
生
18
人
が
地
域
で
働

く
方
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通

し
、
地
域
の
良
さ
や
地
域
の

未
来
を
よ
り
良
く
す
る
手
が

か
り
を
つ
か
む
こ
と
を
目
的

と
し
た
、
交
流
セ
ン
タ
ー
職

員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

「
吉
島
の
い
い
と
こ
ろ
は

ど
こ
で
す
か
？
」
「
他
の
地

域
へ
誇
れ
る
も
の
は
な
ん
で

す
か
？
」
と
い
っ
た
質
問
に

髙
橋
事
務
局
長
、
鈴
木
事
務

局
員
が
答
え
ま
し
た
。

ま
た
、
２
年
生
5
人
も
自

分
た
ち
が
生
活
す
る
吉
島
地

区
に
つ
い
て
知
る
活
動
の

「
生
活
科
ち
く
た
ん
け
ん
」

で
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
見
学
に

来
て
く
れ
ま
し
た
。

鈴
木
事
務
局
員
か
ら
セ
ン

タ
ー
の
役
割
や
地
域
の
活
動

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
と
、

一
生
懸
命
メ
モ
を
取
っ
て
い

ま
し
た
。

自
分
の
住
む
地
域
の

良
さ
に
気
づ
く
機
会
と

な
り
、
自
然
や
地
域
に

愛
着
を
持
ち
な
が
ら
将

来
の
地
域
を
担
う
人
材

に
つ
な
が
っ
て
い
け
ば

い
い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

児
童
の
皆
さ
ん
、
地

域
の
こ
と
を
学
び
に
、

い
つ
で
も
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
ね
。

吉
島
小
学
校
の
児
童
が

吉
島
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
を
見
学

【
開
催
期
日
】
６
月
28
日
㈮

【
参
加
人
数
】
16
人

総
会
で
は
全
て
の
協
議
事
項
が

承
認
さ
れ
た
後
、
町
介
護
福
祉
課

の
担
当
職
員
よ
り
今
年
度
の
会
費

の
集
め
方
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。

日
本
赤
十
字
は
、
皆
さ
ん
の
寄

付
と
募
金
が
財
源
と
な
っ
て
災
害

救
助
、
医
療
、
社
会
福
祉
の
他
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動
や
支

援
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

７
月
よ
り
募
金
強
化
月
間
と
し

て
、
協
賛
委
員
の
方
々
が
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
日
赤
吉
島
地
区
協
賛
委
員
会
総
会
」
を
開
催

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

【
開
催
期
日
】
7
月
7
日
㈰

【
参
加
人
数
】
17
人

【
大
会
回
数
】
15
回
目

世
代
間
交
流
麻
雀
大
会
を
実
行

委
員
会
（
実
行
委
員
長
：
小
形
崇

洋
さ
ん
）
が
主
催
し
開
催
さ
れ
、

４
卓
３
回
戦
を
楽
し
み
ま
し
た
。

一
局
終
了
す
る
ご
と
に
順
位
が

目
ま
ぐ
る
し
く
入
れ
替
わ
る
緊
張

感
漂
う
熱
戦
の
中
、
終
始
笑
い
と

歓
声
が
絶
え
な
い
楽
し
い
交
流
の

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

【
成

績
】

◎
優

勝

島
貫
俊
彦
さ
ん

（
東
方
）

◎
準
優
勝

遠
藤
京
介
さ
ん

（
北
方
）

◎
第
3
位

須
藤

久
さ
ん

（
中
三
ツ
井
）

◎
特
別
賞

酒
井
昭
夫
さ
ん

（
北
郷
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

※
次
回
〝
秋
の
陣
〟
は
11
月
に
予
定
し

て
い
ま
す
。

10
月
の
「
地
区
報
き
ら
り
」
を
ご
覧

い
た
だ
き
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

吉
島
地
区
世
代
間
交
流
事
業
「
麻
雀
大
会
夏
の
陣
」

二
回
目
の
優
勝

島
貫
俊
彦
さ
ん
（
東
方
）

優勝した小沼善成さん（左）

実行委員長の島貫清一さん

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

20
代
か
ら
70
代
ま
で
の
幅

広
い
年
代
が
参
加
し
、

珍
プ
レ
ー
、
好
プ
レ
ー
の

連
続
に
笑
い
と
感
動
の
大

会
と
な
り
、
目
的
と
す
る

世
代
間
交
流
が
大
い
に
図

ら
れ
ま
し
た
。

【
成

績
】

☆
優

勝

小
沼
善
成
さ
ん

（
八
ツ
口
）

☆
準
優
勝

遠
藤
三
郎
さ
ん

（
上
尾
長
島
）

☆
第
3
位

島
貫
清
一
さ
ん

（
東
方
）

協賛委員10年以上在職による
感謝状の贈呈

小形光男さん（尾長島西）

6年生 沢山質問してくれました

2年生 センター内を楽しく見学しました

元気いっぱいの2年生でした

【
役
員
改
選
令
和
6
年
度
～
9
年
度
】

（
新
）
委
員
長

島
津
慶
仁
さ
ん

（
吉
田
西
）

（
新
）
副
委
員
長

小
形
光
男
さ
ん

（
尾
長
島
西
）

一つ一つ丁寧に評価する審査会の様子

静かなる熱い戦いの様子

優勝した島貫俊彦さん（右）

実行委員長の小形崇洋さん


